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までお申し込みください．

　本邦において全般的にアレルギー疾患は増加傾向にあり，消化管領域でも好酸球性
食道炎の罹患率は増加しつつある．最近，学会などにおいても好酸球性消化管疾患や
アレルギー性消化管疾患は主題のテーマとして取り上げられる機会が増加している．
　本特集では好酸球性食道炎と，いわゆる好酸球性胃腸炎を含む好酸球性消化管疾患
を中心に臨床医に必要な最新の情報についてガイドラインを交えて紹介できたと思
う．とくに好酸球性胃腸炎（最近では臓器ごとの名称が推奨されている）においては難
治例が多く，ステロイド依存例や抵抗例も経験し，生物学的製剤の保険適用が望まれ
る（個々の生物学的製剤の作用機序や臨床成績の現状は本文参照）．潰瘍性大腸炎やク
ローン病といった炎症性腸疾患の急激な罹病率増加のように，好酸球性消化管疾患が
今後増加するかは大変興味深い．いずれにしても，好酸球性消化管疾患は今後注目す
べき疾患と思われる．
　食物に対する有害反応として，その病態から好酸球性消化管疾患は IgE 依存性と非
IgE 依存性の混合性といわれている．非 IgE 依存性の代表は新生児・乳児食物蛋白誘
発胃腸症であり，IgE 依存性として食物アレルギーが挙げられる．これらの疾患は，
一般消化器内科医には馴染みは低いが知っておくべきである．T 細胞が関与するセリ
アック病は本邦ではきわめてまれな疾患ではあるが，今後増加するかもしれないし，
国際化が進む社会において遭遇する機会は増加すると思われる．
　本号において消化管アレルギー疾患の理解が深まり，一般臨床のお役に立てること
を期待する．

（藤原　靖弘）
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